
昭
和
五
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二
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二
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十
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日
受
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（
質
問
の 

二
） 

答

弁

第

二

号 

   

衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
成
田
空
港
の
開
港
に
係
わ
る
福
田
内
閣
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
〇
第
二
号 

昭
和
五
十
二
年
二
月
十
八
日 

衆

議

院

議

長 
保 

 

利 
 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
小
川
国
彦
君
提
出
成
田
空
港
の
開
港
に
係
わ
る
福
田
内
閣
の
対
応
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(1)
か
ら

(4)
ま
で 

新
東
京
国
際
空
港
の
早
期
開
港
の
た
め
、
か
ね
て
よ
り
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

御
質
問
の
報
道
に
つ
い
て
は
関
知
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

(5) 

新
東
京
国
際
空
港
の
第
一
期
計
画
の
諸
施
設
が
ほ
ぼ
完
成
し
な
が
ら
い
ま
だ
開
港
に
至
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
も
の
と
受
け
と
め
て
お
り
、
早
期
開
港
の
た
め
今
後
と
も
一
層
努
力
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

(6) 

財
政
資
金
の
投
資
効
果
の
観
点
か
ら
早
期
に
開
港
す
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。 

(7) 

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
開
港
を
想
定
し 



二
及
び
三
に
つ
い
て 

千
葉
県
知
事
か
ら
要
望
の
あ
つ
た
二
十
八
項
目
は
、
1
東
京
湾
湾
岸
道
路
の
整
備
、

2
東
関
東
自
動
車
道
の

整
備
、

3
空
港
内
一
般
道
路
の
整
備
、

4
総
武
線(

津
田
沼
～
千
葉
間)

複
々
線
の
整
備
、

5
成
田
線(

佐
倉
～

成
田
間)

の
複
線
化
、

6
成
田
線
の
延
伸
及
び
新
駅
の
設
置
、

7
成
田
駅
の
橋
上
駅
化
、

8
空
港
ア
ク
セ
ス
連

絡
街
路
の
新
設
、

9
国
道
五
十
一
号
線
の
整
備
、
10
国
道
二
百
九
十
六
号
線
の
存
続
、

11
下
水
道
対
策
、

12
空

港
周
辺
農
家
対
策
、

13
空
港
構
内
営
業
、

14
転
業
者
対
策
、

15
空
港
周
辺
土
地
利
用
法
の
制
定
、
16
騒
音
区
域

の
指
定
、

17
防
音
堤
、
防
音
林
の
設
置
、

18
改
築
住
宅
に
対
す
る
助
成
、
19
冷
暖
房
設
備
の
助
成
、
20
住
宅
防

音
工
事
の
補
助
基
準
、

21
学
校
等
の
冷
暖
房
施
設
の
維
持
管
理
費
、
22
損
失
補
償
、

23
騒
音
区
域
の
土
地
買
収

及
び
住
宅
防
音
工
事
、

24
土
地
の
名
義
変
更
、

25
代
替
地
管
理
費
等
の
精
算
、
26
代
替
地
の
引
渡
し
、

27
航
空

燃
料
暫
定
輸
送
及
び

28
「
新
東
京
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の 

て
い
る
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
及
び
七
の

(4)
か
ら

(8)
ま
で
に
つ
い
て 

(4)
及
び

(5) 

内
閣
総
理
大
臣
の
指
示
は
、
関
係
各
省
庁
が
一
致
協
力
し
て
、
地
元
の
協
力
を
得
て
早
期
に
開
港

を
図
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
で
あ
つ
た
。 

(2)
及
び

(3) 

当
面
の
開
港
の
障
害
と
な
つ
て
い
る
の
は
、
航
空
燃
料
輸
送
と
二
基
の
鉄
塔
で
あ
る
。 

(1) 

運
輸
大
臣
は
、
運
輸
省
及
び
新
東
京
国
際
空
港
公
団
に
お
い
て
検
討
し
た
結
果
を
報
告
し
た
も
の
で
あ

る
。 

期
限
延
長
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
特
に
重
点
事
項
と
さ
れ
た
の
は
、

1
、

5
、

6
、

7
、

8
、

9
、

15
、

16
、

27
及
び

28
の
十
項
目
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、
誠
意
を
も
つ
て
対
処
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

東
京
国
際
空
港
に
お
い
て
は
、
航
空
交
通
の
ふ
く
そ
う
緩
和
を
図
り
そ
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
処 

五 

 



六
に
つ
い
て 

(8) 

土
地
の
収
用
に
つ
い
て
は
、
法
に
定
め
ら
れ
た
手
続
に
従
い
行
つ
た
も
の
で
あ
り
、
何
ら
憲
法
に
違
反
す 

(4)
か
ら

(7)
ま
で 

新
東
京
国
際
空
港
の
飛
行
場
に
係
る
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
の
認
定
は
適
法
な
も
の
で

あ
つ
た
。 

(1)
か
ら

(3)
ま
で 
御
質
問
の
「
十
一
億
円
の
対
策
」
と
は
、
千
葉
市
内
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
設
置
に
関
し
て
千
葉
市

と
新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
間
で
申
合
せ
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
部
内
に
お
い
て

検
討
を
行
つ
た
が
結
論
を
得
る
に
至
ら
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

理
能
力
を
超
え
な
い
よ
う
便
数
制
限
を
行
う
等
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
航
空
法
に
違
背
し
て

運
用
さ
れ
て
い
る
事
実
は
な
い
。 

な
お
、
飛
行
場
外
と
な
る
航
空
保
安
施
設
用
地
及
び
航
空
機
給
油
施
設
用
地
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
任
意

買
収
に
よ
り
取
得
す
る
方
針
を
と
つ
て
き
て
い
る
。 

六 

 



八
に
つ
い
て 

七
の

(1)
か
ら

(3)
ま
で
に
つ
い
て 

(2) 

予
算
措
置
の
面
で
早
期
開
港
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
行

つ
た
も
の
で
あ
る
。 

(1) 

新
東
京
国
際
空
港
に
係
る
問
題
点
と
し
て
当
日
運
輸
大
臣
が
説
明
し
た
事
項
は
、
航
空
燃
料
輸
送
の
確

保
、
新
空
港
・
都
心
間
の
交
通
対
策
、
航
空
機
騒
音
対
策
、
新
空
港
周
辺
関
連
公
共
事
業
の
促
進
等
で
あ 

る
。 

千
葉
県
知
事
か
ら
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
二
十
八
項
目
に
わ
た
る
要
望
書
が
手
渡
さ
れ
、
早
急
に
諸
対
策

を
講
ず
る
よ
う
要
請
が
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
内
閣
官
房
長
官
に
対
し
関
係
大
臣
会
議
を
招

集
す
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

る
も
の
で
は
な
い
。 

七 

 



九
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

(3)
及
び

(4) 

新
東
京
国
際
空
港
の
早
期
開
港
の
緊
要
性
に
基
づ
き
、
関
係
大
臣
会
議
に
お
い
て
も
、
内
閣
総
理

大
臣
か
ら
、
年
内
開
港
を
目
指
し
て
関
係
各
大
臣
が
一
致
協
力
し
て
努
力
す
る
よ
う
特
段
の
指
示
が
な
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。 

内
閣
官
房
長
官
の
関
係
大
臣
会
議
後
の
記
者
会
見
に
お
け
る
発
言
の
趣
旨
は
、
東
京
国
際
空
港
に
お
け
る
航

空
交
通
の
ふ
く
そ
う
の
状
況
は
好
ま
し
い
状
態
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
旨
体
験
を
交
え
て
述
べ
た
も
の
で
あ 

る
。 行

政
事
務
の
処
理
が
憲
法
及
び
そ
の
他
の
諸
法
令
に
従
つ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
新
東
京

国
際
空
港
に
関
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
も
関
係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
つ
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
航
空
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
は
十
分
講
じ
ら
れ
て
い
る
。 

八 

 



 

九 

な
お
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
、
随
時
関
係
大
臣
会
議
を
開
催
し
て
情
況
の
適
確
な
は
握
に
努
め
、
早
期
開
港

の
実
現
を
目
指
す
所
存
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




